高知県長岡郡大豊町岩原と香美市物部町別府の民話－民話分類の再考－ by 橋尾 直和

































































　標高 203m にある JR 土讃線土佐岩原駅から標高約 830 ｍまでの急峻な傾斜地に集落があり、豊かな
自然が残る山間の地域で、ゆったりとした時間の流れの中で、昔ながらの生活が営まれている。
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図 2　香美市物部町別府の位置（小松 2011：p.4 による）
























図 2　香美市物部町別府の位置（小松 2011：p.4 による）
− 18 − − 19 −
表 1　民話の分類（福田 2000：p.5 による）



























〈固有性〉 アリ アリ アリ ナシ アリ
〈叙述形
式〉
アリ ナシ アリ アリ ナシ
表 2　各ジャンルの伝承上の特質（福田 2000：p.7 による）
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4．高知県長岡郡大豊町岩原の民話

















































































































　（※ 1）休憩場所の意。（※ 2）差配のこと。（※ 3）加持屋の娘。加持屋は屋号。
志


































































　（※ 1）休憩場所の意。（※ 2）差配のこと。（※ 3）加持屋の娘。加持屋は屋号。
志


































































　物部町別府では全部で 10 話を収集することができた。内訳としては、伝説が 6 話、昔話が 0 話、世










































































山へは、旧の暮れの 28 日には、行ったらいかんと。旧の暮れは、28 日を省いた日に、注
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こ ご め い す う
語名數』（1786）四巻 む之部には、「昔先













　大豊町岩原では、全部で 12 話を収集することでき、【伝説】が 3 話、【昔話】が 0 話、【世間話】が
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7．土佐の昔話の語り納めのことば（結末句）「昔まっこう さるまっこう」の語源
　土佐の【昔話】の語り納めのことば（結末句）には、「昔まっこう さるまっこう」とあり、その続
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